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1 はじめに

計算機の処理能力の向上，またネットワーク環境の普
及に伴い，ユーザが利用可能な情報は増化の一途を辿っ
ている．これに伴いユーザの関心や興味と合致する情報
を，より直観的かつ簡易に提示するための技術が求めら
れている．本稿では，そのような技術の一つとして，数値
によるテキストマイニングシステムを提案する．
数値を対象としたテキストマイニングとしては，動向

情報を対象とした研究が挙げられる．動向情報とは，商
品の価格や売上高，内閣支持率などのように，時系列変化
に伴って変動する統計量のことである．近年，これらの
動向情報を対象とした複数文書要約や可視化に関する研
究が活発化している [1][2]．
動向情報のほとんどは数量表現によって表すことが可

能であり，数値情報を文書中から取り出すことで，文書検
索のランキングにおける新しい軸の一つとして数値を用
いる事が可能になる．例えば，検索結果を「電機メーカー
の売上高」の順に提示することができ，各記事から電機
メーカーの売上高に関する詳細な情報を得ることができ
る．数量表現抽出の研究では，係り受け構造と優先規則
による抽出規則に基づく抽出方法 [3]が存在し，数量表現
と対応する事柄の抽出に関して高い再現率と適合率を得
ている．
しかし，新聞記事などの文章中に出現する数値につい

て知識を得ようとする場合，その数値単独ではなく，他の
数値との関係を知ることが重要となる．例えば，ビール
メーカの出荷額について「キリンが３００億」「アサヒが
５００億」だったという数値情報を，それぞれの単独の値
として扱うのではなく，両者を同時に提示することによ
り，相対的にそれらがどの程度の値なのかの理解を得る
ことができる．また，例えば，「企業の営業利益」につい
て，営業利益の額そのものに加え，それが過去の値と比べ
てどの程度「増加」あるいは「減少」しているのかの情報
や，「経常利益」や「売り上げ」等，他の値と比べてどの
程度の額なのか，といった情報を同時に提示することに
より，より俯瞰的な視点が得られる．
本研究ではこのような問題意識に基き，従来の数値情報

とその統計量名の抽出に加え，「相対表現の抽出」と，「複
数の数値表現の比較」を可能とするシステムを提案する．
前者は，「１０％増」「（全体の）３０％」等，言語によっ
て他の数値との相対的な関係を表現した部分を提示する
ものであり，後者は抽出した数値と統計量を用い，特定の
統計量に基く記事ランキングや，統計量同士の関係性を
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視覚的に表現したグラフの自動作成を行うものである．

2 動向情報コーパス

本システムでは「動向情報の要約と可視化に関するワー
クショップ (略称 MuST) における研究用データセット
[4][5]」にある動向情報コーパス (通称：MuSTコーパス）
を参考にし，数値情報と関連する情報の抽出を行って
いる．
このコーパスは，各記事に対して，統計量の名前や値，
日付などの要素を抜き出し，値に関してはどの統計量の
ものか，日付に関してはその絶対表現はいつかを記述し
たものである．以下は毎日新聞の PC 出荷シェアの記事
にタグを付与したものである．

<unit stat=“メーカー毎の PC出荷シェア”>
<par> NECなど昨年の上位 5社 </par> の
<name>シェア </name>は
<pro ref=“前年比” id=“9801220”>同 </pro>
<rel type=“prop”>3.1ポイント </rel>低い
<val>82.7%</val>
となった

</unit>．

タグの詳細な仕様に関しては表 1に記す．本稿では，数
量表現に関係する情報として，統計量の名前，値，値の相
対表現の自動抽出を行う．

表 1 コーパスで使用するタグの意味
タグ 意味

<unit> 動向情報の統計量や出来事に言及している部
分を示す．

<name> 統計量の名前を示す．

<par> 出来事をおこした主体，出来事の一部となる
事物など統計量名のパラメータを示す．

<val> 統計量の値を示す．

<rel> 統計量の値の差や順位，比などの相対値を示
す．

<pro> 参照表現を示す．

3 数値情報の自動抽出

本研究では，毎日新聞 98 年版 [6] と毎日新聞 99 年版
[7] の新聞記事を対象に数値情報の抽出を試みる．ここで
いう数値情報とは，数値と数値に関連する統計量名と相
対値のことである. 本手法では，まず Cabocha[8]による
係り受け解析を行い，その結果を依存構造木の形に変換
する．図 1 は，電機メーカの決算に関する文を依存構造
木に変換した結果である．
本研究では，この依存構造木を用いて数値と関連する
統計量名と相対値の特定を行うことになる．
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図 1 依存構造木

3.1 数値の抽出
新聞記事を構文解析後に，数値とその数値の単位の抽

出を行う．ここでいう数値とは統計量の値の候補となる
ものである．数値の特定には，Cabochaによる係り受け
解析を行う際に取得する品詞情報を利用する．品詞情報
が「名詞－数」である形態素を持つ文節を，数値ノードと
する．また，数値の単位に関しては，品詞情報が「名詞－
接尾－助数詞」となる形態素の抽出を行う．
3.2 統計量名の特定
統計量名の特定では，統計量名は数値と関係する主語

や数値を修飾する文節等になりやすいという仮定に基き，
依存構造木中にある全ての数値ノードを対象とし，統計
量名の探索と特定を行う．図 1に関しては，「９７１７億
円」「３８３億円」「２２８億円」「７．８％増」「２１．３
％増」「４０．５％増」が対象の数値ノードとなる．まず，
数値ノードの子要素が統計量名であるか判定を行う．こ
の子ノードの探索では「売上高は５０００億円」等，直接
数値に係る文節を抽出することができる．子ノードが統
計量名ではない場合，数値ノードの親ノード方向への統
計量名の探索を行う．例として，図 1の「３８３億円」の
統計量名を探すことを考える．「３８３億円」の子ノード
「２１．３％増」は統計量名ではないため，親ノード方向
への探索を開始する．
親ノード方向の探索では，親ノードが統計量名である

か判定を行い，統計量名でなければ動詞または文末とな
るまで親ノードを辿る．親ノードの探索では「５００億
円の損益」等，数値が直接係る文節の抽出を行うことがで
きる．動詞または文末となる親ノードが見つかったとき，
そのノードに辿り着く直前のノードを C とし，C と同じ
深さのノードの探索を行う．「３８３億円」の親ノードは
「なった」という動詞であるため，「３８３億円」が C と
なり，このノードと同じ深さのノードの探索を行う．

C と同じ深さのノードの探索では，C と同一の親ノー
ドを持つノードを対象とし，文中で C より前（図中では
右方向）に出現するノードに統計量名があるかの探索を
行う．この探索では数値より前に出現する文の主体を抽
出することができる．「３８３億円」と同じ親ノードを持
ち，「３８３億円」より前に出現するノードは「経常利益
が」「９７１７億円」「売上高が」の三つである．このノー
ドの中で最も「３８３億円」に近いノードから順に統計量
名の判定を行い，この例では「経常利益が」という主体が
「３８３億円」と対応する統計量名となる．
どの数値ノードに対しても，統計量名を特定できた段階

で統計量名の探索を終了する．数値ノードに対する探索
を最後まで行った時点で，統計量名を特定できていない
とき，各ノードの格助詞に着目した探索を再度行う．主

格や連体格，対象格となるノードの探索を同じ手順で行
い，発見できた時点でそのノードを統計量名とする．ど
ちらの探索でも統計量名を特定できなかった場合は，そ
の数値ノードに関しては「統計量名なし」となる．
統計量名の判定では，数値の単位と対応する統計量名
が対象ノードに含まれるか判定し，対象ノードが統計量
名を含んでいる場合そのノードを統計量名とする．単位
と統計量名の対応情報は毎日新聞の 98年版と 99年版か
ら人手で抽出した情報であり，表 2が一覧である．
3.3 統計量の相対値の特定
基本的な処理の流れは統計量名の特定と同様である．
相対値の特定に関しては，文節中に「%」，「割」，「前期比」
などの比率を表す語を含むものに着目し，これを統計量
名の相対値とする．

表 2 単位と統計量名の対応表
単位 対応する表現

円 売上高，売り上げ, 販売額, 販売高，利益，損失, 消費
支出, 赤字, 連結決算, 費用，累損，負債市場, 歳入

台 出荷台数, 販売台数, 生産台数,　自動車生産, 国内生
産, 海外生産, 海外販売, 出荷実績, 累計, 加入電話, 加
入数, 規約当事者数, 増加数

% シェア, 市場, 国内物価指数, 状況判断 DI, 一致指数,
普及率, 平均消費支出

単位なし 状況判断 DI, 物価指数, 卸売物価, 輸出入物価

ケース 出荷数量 出荷量 総量 発泡酒 ビール

度 気温

4 抽出結果の評価

4.1 再現率の評価
再現率に関しては，MuSTで配布しているMuSTコー
パスを正解データとし，MuSTコーパスに含まれる 1998
年から 1999年までの毎日新聞の 581記事を評価対象とす
る. MuST コーパス中にある統計量の値と組となる，統
計量名，統計量名のパラメータ，そして統計量の相対値が
正しく抽出できたものを正解とする．

MuST コーパス中にある数値情報に関連する抽出結果
に対して，MuST コーパスと同様の統計量名，統計量の
相対値が完全に抽出できた場合のみ○，不完全に抽出し
たものを△，抽出できなかったものを×とすることで再
現率を評価する．統計量名と統計量の相対値のそれぞれ
を，「物価」や「内閣支持率」といったMuSTコーパスの
27トピック毎に評価している．
表 3 が抽出結果全体の再現率の評価結果である．表 4
は特に評価が良かった統計量名と相対値の上位 3 トピッ
クの再現率であり，表 5 は評価結果下位 3 トピックの再
現率である．
評価結果から，統計量名の再現率に関しては「ソニー」，

「エアコン」，「商業販売統計」といったトピックが比較的
高く，反対に「ガソリン」，「長野五輪」，「物価」といった
トピックは低い再現率となった．
また，相対値の再現率に関しては「ソニー」，「商業販売
統計」，「百貨店」とったトピックが高く，反対に「ガソリ
ン」，「住宅」，「景気予測」，「総合電機 3 社」といったト
ピックは低い再現率になっている．
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表 3 再現率の評価
統計量名 統計量の相対値

再現率 35.1% 28.9%

再現率 (△を含む) 42.3% 29.2%

表 4 上位 3トピック
順位 統計量名 再現率 統計量の相対値 再現率

1 ソニー 95.0% ソニー 84.4%

2 商業販売統計 76.5% 百貨店の売上高 83.3%

3 エアコン 76.4% 商業販売統計 82.3%

表 5 下位 3トピック
順位 統計量名 再現率 統計量の相対値 再現率

1 ガソリン 9.6% 景気予測 3.1%

2 長野五輪 10.0% 総合電機 3社 11.3%

3 物価 16.3% 住宅 12.0%

4.2 適合率の評価
適合率の評価対象も，再現率と同様の 1998年から 1999

年の毎日新聞の 581記事である．適合率では，MuSTコー
パスでは取り扱っていない数値情報 (例：ビールメーカの
各製品の出荷数量等)も評価対象とする．そのため，正解
の判定は人手で行い，数値情報に関係する統計量名，統計
量の相対値に対して評価する．適合率の評価は，再現率
と同様に各トピック毎に評価している．
表 6 が抽出結果全体の適合率の評価結果である．表 7

は特に評価が良かった統計量名と相対値の上位 3 トピッ
クの適合率であり，表 8 は評価結果下位 3 トピックの適
合率である．
評価結果から，統計量名の適合率に関しては「ソニー」，

「商業販売統計」，「百貨店の売上高」といったトピックが
比較的高く，反対に「人口」，「長野五輪」，「為替レート」
といったトピックは低い適合率となった．
また，相対値の適合率に関しては「ソニー」，「百貨店」

といったトピックが比較的に高いものの，他のトピック
に関しては全般的に低い適合率となっている．

表 6 適合率の評価
統計量名 統計量の相対値

適合率 57.1% 37.8%

表 7 上位 3トピック
順位 統計量名 適合率 統計量の相対値 適合率

1 ソニー 94.1% ソニー 70.6%

2 商業販売統計 82.5% 商業販売統計 66.7%

3 百貨店の売上高 80.7% 百貨店の売上高 64.9%

表 8 下位 3トピック（統計量名のみ）
順位 統計量名 適合率

1 長野五輪 24.7%

2 人口 31.7%

3 為替レート 33.3%

5 評価結果の考察

5.1 統計量名の抽出結果に関する考察
再現率の評価と適合率の評価の両方で，比較的良い評

価結果が得られた「ソニー」，「商業販売統計」，「エアコ

ン」といったトピックは，統計量の値に対応する統計量名
が「売上高」，「出荷台数」，「販売額」など出現傾向が明ら
かであった．そのため，単位と対応する統計量名を決定
しやすく，良い再現率と適合率を得ることができたと言
える．
これに対し，「長野五輪」，「為替レート」，「人口」といっ
たトピックは再現率と適合率が低くなっている．
評価結果が低かった理由はそれぞれのトピック毎に
異っており，「人口」に関しては以下のような文構造に
おいて，統計量名を確定することができなかったためで
ある．

６５歳以上は１９７９年に１０３１万人と１０００万人を
上回り，１２年後の９１年には１５５８万人と１５００万
人を超えた．

上記の文構造の場合，「１５５８万人」と「１５００万
人」という数値情報に関しては正しい統計量名のパラメー
タである「６５歳以上 (の人口)」が抽出できるが，「１０
３１万人」と「１０００万人」という数値情報に関して
は，係り受け構造上，本手法では抽出することが困難であ
り，再現率と適合率が低下してしまった．
「長野五輪」に関しては，以下のような表形式の文構造
において，数値情報に関係する統計量名を抽出すること
が不可能であるためである．

◇国別獲得メダル表◇
　　　　　　　　金　　銀　　銅　　　計
ノルウェー　　　５　　６　　３　　１４
ドイツ　　　　　５　　４　　４　　１３
ロシア　　　　　５　　３　　１　　　９
………………………………
　　　　　　計２９　２９　２９　　８７

また，上記の表形式の文構造は「長野五輪」以外のト
ピックでも出現し，その場合でも数値と関係する統計量
名を抽出することは不可能である．
そして，「為替レート」に関しては「１ドル＝１３６円
台」といった，文の一文節中に数値情報とそれに対応する
統計量名が出現しており，現在の抽出手法ではこのよう
な場合を考慮していないため，評価結果に影響を与えて
いる．
5.2 統計量の相対値の抽出結果に関する考察
統計量の相対値の抽出結果は，再現率と適合率の両方に
おいて，統計量名の抽出結果よりも低い値となっている．
これは，統計量名の相対値が統計量名とは異り，必ず数
値情報と組になるものではないからである．現段階では，
数値情報と関係する相対値の有無の判定を行っていない
ため，統計量名よりも低い評価結果となっている．

6 数値による情報検索システム

本研究では，抽出した統計量の値と統計量名，統計量の
相対値を利用して，新聞記事上の数値によるテキストマ
イニングシステムを実装した. 検索対象の新聞記事は、数
値情報の自動抽出を行った毎日新聞 98年版 [6]と毎日新
聞 99 年版 [7] である. 本システムの機能として統計量名
による数値検索機能と，数値による統計量名の出現傾向
のグラフ化機能が存在する．
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6.1 数値検索機能
数値検索機能では，検索結果を数値によって並び替え

ることが可能であり，数値の比較や数値の変動について
知ることができる．
図 2 は「営業利益」という統計量名に対して，検索を

行った結果である．ここでは，上位３件はいずれも「ソ
ニー」の営業利益に関する記事であった．検索結果から，
「ソニー」の過去最高の営業利益は５２０２億円である，
といった情報や「ソニー」の営業利益がどのように変化し
たのか，といった情報を得ることが可能であり，特に各文
中に存在する相対値に着目することで，数値の変動の流
れや過去の数値との繋がりを知ることができる．
また，多数のトピックが混在する場合には，複数企業の

数値が混在すると考えられるが，これに関してもキーワー
ドによる文書の絞り込みを併用することで対処できる．
6.2 統計量名の出現傾向のグラフ化
統計量名の出現傾向のグラフ化は，数値に対してどのよ

うな統計量名が関係するのかを視覚的に提示することで，
数値の比較や変動をより直観的に伝えることを目的とす
る機能である．統計量名の出現傾向のグラフの操作では，
まず単位を選択し，その単位に対応する数値の範囲を定
めることで，その範囲内の数値と関係を持つ統計量名を
グラフ上にMuSTコーパスの 27トピック毎に提示する．
このとき，表示するグラフは横軸は文中に含まれる数値
を示し，縦軸が各トピックを表している．
図 3は単位を「円」とし，数値の範囲を１０００億から

５０００億にしたときの統計量名の出現傾向である．こ
のグラフからは，「ソニー」（トピック２５）に関する「経
常利益」「営業利益」「最終利益」等の額や，「エアコン」
（トピック１）に関する総販売額等の様々な額についての
相対的な大小関係について知ることができる．図 4 は単
位を「円」とし，数値の範囲を５０００から２００００に
したときの統計量の出現傾向である．このグラフからは，
「日経平均株価」（トピック２０）の変動の幅について傾向
を知ることができる．
また，現在はMuSTのカテゴリ分けを使用しているが，

将来的にはキーワードによる文書の絞込みや，自動文書
分類を併用することにより，一般の文書に適用可能とす
る予定である．

図 2 統計量名「営業利益」による検索例

7 おわりに

本研究では，数値情報の関係性の抽出を目的とした，統
計量名と統計量名の相対値の抽出と新聞記事テキストマ

図 3 各トピックにおける経常利益や販売額の出現傾向

図 4 日経平均株価の出現傾向

イニングシステムの試作を行った．統計量名と統計量の
相対値の抽出結果は，一部のトピックのみしか良い再現
率は得られなかった．統計量名の抽出に関しては，問題
点が明確化されたため，抽出手法の改良を行う必要性が
あり，統計量の相対値は，統計量値の相対値の有無の判定
の実装，そして相対表現の推定の精度の向上が必要であ
る．今後は，統計量名と統計量の相対値の再現率と適合
率の向上，そして抽出した相対値による数値の対応付け
を可能とするテキストマイニングシステムの実装を行う．
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